



































は、 『法華経顕応録』に先行する持経者伝である、唐の僧詳撰『法華伝記』も 雑談集』に用いているが、本書については 後に詳しく触れるように、 「
唐ノ法華伝
ニ見タリ」 （巻三「人ノ母念子事」 ） 、 「
唐ノ
法華伝ニ見タリ」 （巻七「法華事」 ） 、 「法華伝ニ有
レ之」 （同） 、 「法華伝
ニ在
レ之」 （巻九「万物精霊事」 ）のごとく、 「唐ノ法華伝」または「法


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































買了ヌ。彼船コギハナレテ、ヤガテ海ニ沈テ、人皆死了ヌ。恭ハ手ヲ空クシナガラ、楊州ヘ越 月日経テ帰ケル。親ガ家ニ、黒衣著タル客人、五十人来テ、 「厳恭ノ誂 ヲハスル銭五万、請取給ヘ」トテ、湿タル銭 持テ来ル。此ノ事不審ナガラ請取了ヌ。恭帰テ、此ノ事ヲ問ニ、 「我誂タ 事ナシ。但シ 亀ヲ買 放タル事アリ」ト答フ。然モ其ノ日ノ夕方也ケ バ 五十人ノ客ハ亀也ケリト知テ、其所ニ寺ヲ建立セリ、ト。法華伝ニ在
レ之。


































































































































































































































































































































































































































































占める『法華伝記』という書物 位置に関わる問題であろうと思われる。古来、法華講説の場においては持経者伝、それ 中国の持経者伝が好んで用いられる傾向に った
（９）
。平安時代の『百座法談聞書抄』や












































一」 （天竺観法師） 、 「初夜坐禅」 （天台
璪
禅

















山登法師） 、 「吾大戒僧」 （天衣飛雲大師） 、 「戒行具足」 （荊州忍禅師） 、「修
二禅
観


















……戒香鬱然」 （湖州天下上下座） 、 「素持
レ戒範性質直」 （廬山超法師） 、
「禅観」 （杭州智覚禅師） 、 「
擁



















































































と見なして論述してい が、この点、本稿において訂正しておきたい。なお、 『法華経顕応録』では「泰山」中の「墻院」と語られる「獄」を、無住は「山ノ谷ノ中」の 地獄 として語っており、中世人の地獄認識をうかがわせて興味深い。この問題については、拙稿「中世日本仏教の死生観と鎮魂──遁世僧の視点を通して──」 『韓国人と日本人 生と死』 （景仁文化社 近刊）で触れた。
（８）












はその特徴として、まずは多種の浄土宗文献を使用している」ことが挙げられる 、次いで「禅宗関係文献から 採話数 浄土
宗ほど多くはないが、種類の方では少なくない」として、次のように述べている（注２李氏前掲論文） 。
周知のとおり、天台宗は宋に入って、浄土宗と禅宗をも兼修した「禅浄双修」という傾向が目立 きた。以上見たところ、 『顕応録』においてもそうしたことが明らかに反映されている。本書序文 「高僧」部で 、智覚大師延寿の作品と大師自身の説話が大いに取上げられているが、実際 延寿はまさしく「禅浄双修」を実践した高僧であった。
　　　
一方、宋代の仏教では「 「顕密」八宗観とは全く異なる「禅律
教」観と呼ぶべき仏教観が共有されていた」と見る大塚紀弘氏は、宋代寺院の住持制に関する高雄義堅氏の指摘（ 「宋代寺院の住持制」 『宋代仏教史の研究』百華苑、一九七五年）を踏まえ、以下のように述べる（ 「中世「禅律」仏教と「禅教律」十宗観」 『中世禅律仏教論』山川出版社、二〇〇九年、初出は二〇〇三年） 。
……中国宋代の寺院は仏教における修行 根 要素である戒律、禅定、智恵から成る三学のいずれを専門とするかにより、禅院、教院、律院に三分類され、 「禅教律」観が可視化されていた。ここでは特に、 「禅教律」はあくまで三学に対応する分類法であり、 「禅」は禅宗、 「律」は律宗を指す一方で、「教」は天台宗、華厳宗、慈恩宗（法相宗）を含む枠組みであり、宗派を超えた分類法であったことに注意しておきたい。
　　　
さらに、西谷功氏が指摘するように（ 「新出資料『南山北義見
聞私記』発見の意義──南宋律院請来の威儀・法会次第 受容と泉涌寺流の展開──」 『仏教学研究』第七〇号、二〇一四年三月） 、
無住と持経者伝　 62 
「一寺院で一教義──すなわち律院では戒律のみ、禅院では禅のみ、教院では教学のみ──を専修するのではなく」 「南宋時代の禅僧・律僧・教僧は程度の差こそあれ、三学兼修を重視した」と考えられることから、天台僧（教僧）であった『法華経顕応録』の撰者宗暁の場合も「禅浄双修」のみならず律とも親和的な関係にあったものと思われる。
（
12） 
注１前掲拙稿。
（
13） 
大塚紀弘「中世仏教における宗と三学」注
11大塚氏前掲書。
（
14） 
新見克彦「無住道暁の坐禅観と法華読誦──鎌倉時代後期にお
ける宋禅受容──」 『日本歴史』第七九四号（二〇一四年七月） 。
＊本稿の主旨は、法華経絵研究会（二〇一三年八月五日、於富山国際
会議場大手町フォーラム）における報告「無住の法華講説と持経者伝」の中で既に触れたところである。また、本稿は学術研究助成基金助成金（基盤研究（Ｃ）課題番号
24520223 ）による研究成果の
一部である。
　
